
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成29年７月13日

【四半期会計期間】 第64期第３四半期(自　平成29年３月１日　至　平成29年５月31日)

【会社名】 暁飯島工業株式会社

【英訳名】 AKATSUKI EAZIMA CO., LTD.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　荻津　仁彦

【本店の所在の場所】 茨城県水戸市千波町2770番地の５

【電話番号】 (029)244-5111(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役専務執行役員　　藤沼　一男

【最寄りの連絡場所】 茨城県水戸市千波町2770番地の５

【電話番号】 (029)244-5111(代表)

【事務連絡者氏名】 取締役専務執行役員　　藤沼　一男

【縦覧に供する場所】 暁飯島工業株式会社東京支店

(東京都台東区上野七丁目６番11号)

株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号）
 

 

EDINET提出書類

暁飯島工業株式会社(E00246)

四半期報告書

 1/17



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第63期

第３四半期
累計期間

第64期
第３四半期
累計期間

第63期

会計期間
自 平成27年９月１日
至 平成28年５月31日

自 平成28年９月１日
至 平成29年５月31日

自 平成27月９月１日
至 平成28年８月31日

売上高 (千円) 5,752,125 5,913,088 7,818,645

経常利益 (千円) 563,127 714,312 681,802

四半期(当期)純利益 (千円) 393,644 488,801 458,410

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,408,600 1,408,600 1,408,600

発行済株式総数 (株) 1,100,000 2,200,000 1,100,000

純資産額 (千円) 3,146,580 3,663,268 3,209,956

総資産額 (千円) 7,897,530 7,940,831 7,285,400

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 198.58 246.59 231.25

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 70.00

自己資本比率 (％) 39.8 46.1 44.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,057,928 1,079,021 834,960

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 276,267 △13,680 273,052

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 76,585 11,945 △227,115

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,898,942 3,446,345 2,369,058
 

 

回次
第63期

第３四半期
会計期間

第64期
第３四半期
会計期間

会計期間
自　平成28年３月１日
至　平成28年５月31日

自　平成29年３月１日
至　平成29年５月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 68.38 110.63
 

（注）１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ２ 持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

 ３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 ４ 第63期の１株当たり配当額には、特別配当20円が含まれております。

 ５ 平成28年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。前事業年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期(当期)純利益を算定しております。
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２ 【事業の内容】

第１四半期会計期間において、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１

〔四半期財務諸表〕〔注記事項〕（セグメント情報等）」の「Ⅱ ２.報告セグメントの変更等に関する事項」をご

参照ください。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 事業の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和政策を背景に企業収益や雇用

環境の改善が続いており、個人消費も底堅く推移するなど緩やかな景気の回復基調で推移いたしました。しかし

ながら、米国新政権の今後の政策内容や保護主義傾向への懸念、英国のＥＵ離脱問題などによる欧州経済の混

迷、中国やアジア新興国並びに資源国における景気減速などへの懸念から為替相場や株式市況が変動するなど、

先行き不透明感が残る状況が続いております。

建設業界におきましては、政府建設投資及び民間建設投資は緩やかに減少するものの一定の水準を維持してお

りますが、熾烈な受注競争に加え、慢性的な技術労働者不足と建設資材の価格高騰に伴う建設コストの上昇によ

り依然として厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社は引き続き工事利益率及び営業利益率の向上を目標に、受注時採算性の強化、原

価管理及び施工管理の徹底、諸経費削減などの諸施策を実施してまいりました。

その結果、当第３四半期累計期間の業績につきましては、受注高は前年同四半期比15.6％減少の51億60百万円

となりましたが、売上高は前年同四半期比2.8％増加の59億13百万円となりました。

損益面におきましては、工事利益率の向上などから、営業利益は前年同四半期比22.9％増加の６億99百万円、

経常利益も同じく26.8％増加の７億14百万円となりました。また、最終損益につきましても、前年同四半期比

24.2％増加の４億88百万円の四半期純利益となりました。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

 （設備事業）

設備事業の受注工事高は前年同四半期比15.6％減少の51億60百万円となりましたが、完成工事高は前年同四半

期比2.4％増加の58億86百万円となりました。営業利益は前年同四半期比17.1％増加の８億91百万円となりまし

た。

 （太陽光発電事業）

太陽光発電事業の売上高は25百万円、営業利益は８百万円となりました。

　なお、当該事業は、平成28年10月に稼働を開始いたしました。

 （その他事業）

その他事業の売上高は前年同四半期比25.3％減少の０百万円、営業利益も同じく37.3％減少の０百万円となり

ました。

なお、各セグメントに配分していないセグメント損益の調整額は、全社費用の２億円であり、主に各セグメン

トに帰属しない一般管理費であります。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期会計期間における資産は、前事業年度末に比べ６億55百万円増加し、79億40百万円となりまし

た。その要因は、主に売上債権が２億35百万円減少したものの、現金預金が10億77百万円増加したことによるも

のであります。　

負債は、前事業年度末に比べ２億２百万円増加し、42億77百万円となりました。その要因は、主に未成工事受

入金が２億26百万円減少したものの、仕入債務が１億78百万円、未払消費税(その他)が１億25百万円それぞれ増

加したことによるものであります。　

また、純資産は、前事業年度末に比べ４億53百万円増加し、36億63百万円となりました。その要因は、主に四

半期純利益の計上に伴う利益剰余金が４億19百万円増加したことによるものであります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物は、10億77百万円増加し34億46百万円となりました。　

営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前四半期純利益を計上し、未成工事受入金が減少したものの、売

上債権が減少し、仕入債務も増加したことなどから10億79百万円の収入超過（前年同四半期は10億57百万円の収

入超過）となりました。　

投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得（太陽光発電設備関連）などから13百万円の支出

超過（前年同四半期は２億76百万円の収入超過）となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、長期の借入れ及び社債の発行などから11百万円の収入超過（前年同四

半期は76百万円の収入超過）となりました。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課

題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期累計期間において、当社は研究開発活動を特段行っておりません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第３四半期累計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,800,000

計 8,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年５月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年７月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,200,000 2,200,000
東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は100株であります。

計 2,200,000 2,200,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成29年５月31日 ― 2,200,000 ― 1,408,600 ― 3,705
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年２月28日）に基づく株主名簿による記載をしております。

   平成29年２月28日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　217,700

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,978,400
19,784 ―

単元未満株式
普通株式

3,900
― ―

発行済株式総数 2,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 19,784 ―
 

 (注) １　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式14株が含まれております。

 ２　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,400株(議決権14個)含まれ

ております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年２月28日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
暁飯島工業株式会社

茨城県水戸市千波町
2770番地の５

217,700 　　― 217,700 9.90

計 ― 217,700 ― 217,700 9.90
 

 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）

に準じて記載しております。

なお、四半期財務諸表等規則第４条の２第３項により、四半期キャッシュ・フロー計算書を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成29年３月１日から平成29年

５月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年９月１日から平成29年５月31日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、太陽有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年８月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年５月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金預金 2,383,058 3,460,345

  受取手形・完成工事未収入金等 1,610,549 1,375,235

  未成工事支出金 187,609 160,196

  繰延税金資産 37,776 18,387

  その他 266,559 112,865

  貸倒引当金 △15,390 △12,630

  流動資産合計 4,470,163 5,114,400

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物・構築物 865,921 963,676

    減価償却累計額 △680,614 △694,750

    建物・構築物（純額） 185,307 268,926

   機械及び装置 - 168,171

    減価償却累計額 - △13,229

    機械及び装置（純額） - 154,942

   土地 1,855,709 1,855,709

   その他 464,038 203,616

    減価償却累計額 △12,233 △13,902

    その他（純額） 451,805 189,713

   有形固定資産合計 2,492,821 2,469,290

  無形固定資産 3,539 12,471

  投資その他の資産   

   投資有価証券 302,475 329,394

   その他 46,962 42,476

   貸倒引当金 △30,562 △27,202

   投資その他の資産合計 318,875 344,667

  固定資産合計 2,815,236 2,826,430

 資産合計 7,285,400 7,940,831
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成28年８月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年５月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形・工事未払金 1,635,084 1,813,385

  短期借入金 955,000 930,000

  1年内返済予定の長期借入金 173,600 123,880

  1年内償還予定の社債 70,000 90,000

  未払法人税等 147,232 103,286

  未成工事受入金 581,966 355,137

  完成工事補償引当金 5,230 5,320

  賞与引当金 74,270 33,050

  役員賞与引当金 17,480 -

  その他 68,614 329,514

  流動負債合計 3,728,478 3,783,573

 固定負債   

  社債 155,000 180,000

  長期借入金 116,440 228,460

  繰延税金負債 - 5,877

  退職給付引当金 72,849 76,546

  その他 2,675 3,104

  固定負債合計 346,964 493,988

 負債合計 4,075,443 4,277,562

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,408,600 1,408,600

  資本剰余金 3,705 3,705

  利益剰余金 1,996,193 2,415,615

  自己株式 △178,012 △178,070

  株主資本合計 3,230,486 3,649,849

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 △20,530 13,419

  評価・換算差額等合計 △20,530 13,419

 純資産合計 3,209,956 3,663,268

負債純資産合計 7,285,400 7,940,831
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
　至 平成28年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年９月１日
　至 平成29年５月31日)

売上高   

 完成工事高 5,750,854 5,886,295

 その他の事業売上高 1,271 26,792

 売上高合計 5,752,125 5,913,088

売上原価   

 完成工事原価 4,850,340 4,865,537

 その他の事業売上原価 531 18,281

 売上原価合計 4,850,872 4,883,819

売上総利益 901,252 1,029,269

販売費及び一般管理費   

 従業員給料及び手当 121,040 127,063

 賞与引当金繰入額 11,190 10,410

 退職給付費用 8,729 7,379

 貸倒引当金繰入額 23,794 -

 その他 167,637 185,124

 販売費及び一般管理費合計 332,391 329,977

営業利益 568,861 699,292

営業外収益   

 受取利息 92 2,004

 受取配当金 2,551 4,549

 投資有価証券売却益 - 6,687

 仕入割引 6,458 4,100

 受取地代家賃 6,442 6,498

 貸倒引当金戻入額 - 6,120

 その他 7,671 7,908

 営業外収益合計 23,216 37,868

営業外費用   

 支払利息 24,374 19,701

 その他 4,575 3,146

 営業外費用合計 28,950 22,848

経常利益 563,127 714,312

特別利益   

 有形固定資産売却益 44,866 -

 特別利益合計 44,866 -

税引前四半期純利益 607,994 714,312

法人税、住民税及び事業税 194,480 206,121

法人税等調整額 19,869 19,389

法人税等合計 214,350 225,510

四半期純利益 393,644 488,801
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
　至 平成28年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年９月１日
　至 平成29年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 607,994 714,312

 減価償却費 11,676 31,103

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 23,794 △6,120

 完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 290 90

 賞与引当金の増減額（△は減少） △43,250 △41,220

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,850 △17,480

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 7,404 3,696

 受取利息及び受取配当金 △2,643 △6,554

 支払利息 24,374 19,701

 投資有価証券売却損益（△は益） - △6,687

 売上債権の増減額（△は増加） 22,436 353,463

 未成工事支出金の増減額（△は増加） △39,556 27,413

 仕入債務の増減額（△は減少） 408,055 178,300

 未成工事受入金の増減額（△は減少） 436,161 △226,829

 未収消費税等の増減額（△は増加） △1,454 -

 未払消費税等の増減額（△は減少） △37,110 144,533

 その他 △18,058 174,512

 小計 1,385,265 1,342,236

 利息及び配当金の受取額 2,653 6,550

 利息の支払額 △24,289 △19,085

 法人税等の支払額 △305,700 △250,680

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,057,928 1,079,021

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △215,880 △24,986

 有形固定資産の売却による収入 469,036 -

 無形固定資産の取得による支出 △3,340 △11,000

 投資有価証券の売却及び償還による収入 - 16,430

 その他 26,450 5,875

 投資活動によるキャッシュ・フロー 276,267 △13,680

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入金の純増減額（△は減少） 80,000 △25,000

 長期借入れによる収入 200,000 200,000

 長期借入金の返済による支出 △208,560 △137,700

 社債の発行による収入 100,000 100,000

 社債の償還による支出 △45,000 △55,000

 自己株式の取得による支出 △39 △58

 配当金の支払額 △49,814 △70,295

 財務活動によるキャッシュ・フロー 76,585 11,945

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,410,781 1,077,286

現金及び現金同等物の期首残高 1,488,160 2,369,058

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  2,898,942 ※１  3,446,345
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【注記事項】

　

(四半期貸借対照表関係)

　１　受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前事業年度

(平成28年８月31日)
当第３四半期会計期間
(平成29年５月31日)

受取手形裏書譲渡高 51,691千円 48,260千円
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりで

あります。

 
前第３四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
至 平成28年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年９月１日
至 平成29年５月31日)

現金預金 2,912,942千円 3,460,345千円

預入期間３ヶ月超の定期預金 △14,000 △14,000

現金及び現金同等物 2,898,942 3,446,345
 

　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自　平成27年９月１日　至 平成28年５月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年11月19日
定時株主総会

普通株式 49,558 50.00 平成27年８月31日 平成27年11月20日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３ 株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。　

 
当第３四半期累計期間（自　平成28年９月１日　至 平成29年５月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年11月22日
定時株主総会

普通株式 69,380 70.00 平成28年８月31日 平成28年11月24日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３ 株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成27年９月１日 至 平成28年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 
報告セグメント  調整額

 （注）１

 四半期損益 
計算書計上額
（注）２設備事業 その他事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 5,750,854 1,271 5,752,125 ― 5,752,125

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,750,854 1,271 5,752,125 ― 5,752,125

セグメント損益 761,076 739 761,816 △192,954 568,861
 

（注）１ セグメント利益の調整額△192,954千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

３. 報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得する建物附属設備及び

構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、当第３四半期会計期間に事業セグメントの減価

償却の方法を同様に変更しております。

これによる、当第３四半期累計期間のセグメント利益に与える影響額はありません。

　

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成28年９月１日 至 平成29年５月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
（注）１

四半期損益
計算書計上
額（注）２設備事業

太陽光
発電事業

その他事業 計

売上高       

  外部顧客への売上高 5,886,295 25,842 950 5,913,088 ― 5,913,088

 セグメント間の内部
 売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 5,886,295 25,842 950 5,913,088 ― 5,913,088

セグメント損益 891,590 8,047 463 900,102 △200,809 699,292
 

（注）１ セグメント利益の調整額△200,809千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントの変更等に関する事項

第１四半期会計期間より、太陽光発電が稼働開始したことにより、新たに「太陽光発電事業」を報告セグメン

トに追加いたしました。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成27年９月１日
至 平成28年５月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成28年９月１日
至 平成29年５月31日)

１株当たり四半期純利益 198円58銭  246円59銭

（算定上の基礎）   

　四半期純利益(千円) 393,644 488,801

　普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　普通株式に係る四半期純利益(千円) 393,644 488,801

　普通株式の期中平均株式数(株) 1,982,298 1,982,279
 

(注) １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 ２ 平成28年９月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しております。前事業年度の期

首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年７月10日

暁飯島工業株式会社

取締役会  御中

太陽有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   大　　兼　　宏　　章   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   石　　井　　雅　　也   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている暁飯島工業株式

会社の平成28年９月１日から平成29年８月31日までの第64期事業年度の第３四半期会計期間(平成29年３月１日から平成

29年５月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成28年９月１日から平成29年５月31日まで)に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、暁飯島工業株式会社の平成29年５月31日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第３四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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